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カルスト地形研究における宇宙線生成核種の応用

Terrestrial cosmogenic nuclide applications in karst geomorphology
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宇宙線生成核種を用いたカルスト地形の形成過程に関する研究について，いくつかの事例を紹介
するとともに，その適用範囲について論じる．これまでに，カルサイト中のCl-36を用いて，熱
帯から冷帯までの気候環境下における炭酸塩岩の削剥速度の決定，あるいは，温帯カルストにお
ける溶食ドリーネの形成プロセスの定量的モデリングを行った．また，Al-26およびBe-10を用い
た高位洞窟堆積物の埋没時期の特定により，カルスト台地（秋吉台）の成立年代を求めた．こう
した事例を踏まえ，この手法を用いたカルスト地域におけるプロセス地形学的な研究の見通しに
ついて述べる．
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